尊敬する銭永昌会長、劉俊生主任、羅開富会長、葉啓明会長、徐炳倫会長

ご来場の皆様
灯火親しむ頃となりましたが、本日中国国際海運ネットの主催する「2006年第一回国際物流協力交流会」の開幕式が綺麗な港の都市大連で盛大にとり行われました。国内外からの政府、協会、物流分野、港の各界の専門家、学者と一堂に会しえましたことは、誠に光栄かつ喜びにたえません。

近年来、中国は世界経済貿易運送分野の中心になるという雄大な目標に向かって急速に発展しています。2005年中国の輸出入貿易総額は14.221億ドルに達して、世界第三の貿易国になりました。それに、中国の中国の港とコンテナーの取扱量は３年間で世界一に付けています。しかし、中国対外経済貿易が急速に発展すると同時に、コストが高い、効率が低いというネック問題を直面しています。2005年、中国社会物流総コストは33860億元です。社会物流の総コストとGDPの割合は18.6％で、先進国にあって、この数字は10％です。つまり、同様なGDPを創造すれば、中国の物流コストは先進国の2倍近くです。高い物流コストは巨大な社会資源を浪費しました。物流のコストを下がるのが物流供給チェーンを強化するほかありません。

"2006年第一回国際物流協力交流会"、このネック問題を解決するためにちょうどよい時期に開催します。今回の大会、国内外の物流分野の交流を強化して、物流コストを下げて、企業と社会の共同勝つことを実現します。

従って、私達も中国国際海運ネットが大連の本土の企業として、遼寧沿海経済の“5点1線”の構造、東北古い工業基地の振興、東北アジアの水上運輸センターの建造の方面で重要な役割を発揮することを期待しています。

では、最後に今回の大会の成功を心よりお祝いします。どうもありがとうございます。

